
地元ＮＰＯが廃校を利用して「花祭り」
の貴重な映像や祭具を展示しています。
写真展では、竹内敏信氏の「花祭」の
作品をご覧いただけます。 

花祭りの面・衣装・祭具・古文書の展
示や、映像資料を用いてわかりやすく
紹介する施設です。 

東三河地方発祥の花火で、五穀豊穣、無病息災、
家運隆盛、武運長久を祈り受け継がれた手筒花火
は奉納者自らがその製造から放揚までの全工程を
手作りで行う数ある花火の中でも特異な東三河の
伝承文化。 

吉田神社境内で手筒花火約300本、豊川河畔で打ち上げ花
火約12,000本を奉納。夜空を彩る勇壮な花火は、天空にひ
そむ悪霊を吹き飛ばす最良の方法と伝えられている。豊橋の
夏の風物詩として親しまれている。 

霜月神楽。両部神道による湯立祭りで、清和天皇の
貞観年中に宮廷で行われていた催事を模した湯立が、
ほぼ原型のままで伝承されているといわれている。国
の重要無形文化財に指定。 

天龍村の向方（むかがた）、坂部（さかべ）、大河内（お
おこうち）の各地区で行われる祭りを総称して、
天龍村霜月神楽という。国の重要無形民俗文化
財に指定される。 
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秋葉神社・秋葉寺で行われる伝統
の火祭り。浜松市春野町の秋葉山
（標高866メートル）は、古代から
信者がこの山を目指し、その道が
「秋葉街道」と呼ばれ、今も県内外
から多くの参詣者を集めている。 

東三河伝統の手筒花火約250本が放揚され、躍動の炎、感
動の余韻が見る人々の心を捕らえる。 



磐田市掛塚で、毎年10月に行われる貴船神
社例祭には、御輿渡御や浦安の舞が行われ、
９ヶ町より豪華絢爛な屋台曳き廻しが行わ
れる。 

小國・天宮神社の十二段舞楽とあわせ国の重
要無形民俗文化財に指定されている天王祭の
八段舞楽。蟷螂（カマキリ）の舞は昆虫のかぶ
りものをつけて舞う全国的にみても貴重な舞。 

天宝元年、勅使が奉幣したときに舞ったのが始まりだ
と伝えられています。江戸時代には鈴木左近家が代々
指南役として栽量し、現在は「遠江国一宮小國神社古
式舞楽保存会」が保存伝承に努めています。昭和57年
文化庁より「重要無形民俗文化財」に指定されました。 

平安末期～鎌倉初期に伝えられ、江戸時代か
ら一宮大祢宜の鈴木左近家が代々舞楽師匠方
として、明治以降は氏子有志が楽人兼師匠方
として努めるようになりました。十二の舞か
ら構成され、国の重要無形民俗文化財に指定
されています。例大祭で、舞が奉納されます。 

三方原合戦の戦死者の供養や初盆の
供養として行われている。 
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国指定重要無形民俗文化財。  
行事はすべて旧暦でおこなわれ、初日
は旧一月一日に別当が正月の“男木飾
り”を庭に飾ることからはじまります。 

例
年
２
月
に
黒
倉
神
社
で
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施
。

「
氏
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」、「
田
楽
祭
」と
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る
。 

重要無形民俗文化財。
三河三観音の一つで
ある田峯観音に伝わ
る民俗芸能。昼・
夜・朝田楽からなり、
１年の農作業のあら
ましを模擬的に行い、
夜半まで盛大に繰り
広げられる。 

国指定重要無形民俗文化財。 
大松明と若者のもみあいが豪壮。 

国指定重要無形民俗文化財。 
松明の火を乱打する鬼の舞が豪快。 

三河３田楽の一つ。村の繁栄と悪霊鎮魂、
五穀豊穣（ほうじょう）を祈って奉納する。 



毎年旧歴８月10日の直前の土、日曜日
にかけて行われる国指定重要無形民俗
文化財。サラシと腰蓑（こしみの）を身
に付けた裸姿の男達が乱舞することか
ら、「裸祭」と呼ばれています。 

毎年１月18日、遠州・三河・信州の各地
から修行僧が集り火伏せの行が行われま
す。立ち上がる炎の中、参加者が次々と
護摩壇を渡って一年の願をかけます。 

【大鹿歌舞伎】230年余伝承される地芝居で定期公
演は神社の回り舞台で演じられる。 
国選択無形民俗文化財。 
【下條歌舞伎】村の伝統芸能として300年近い歴史
を持ち、無形民俗文化財に指定されている。 
明治期に、若い愛好者によって各地区に広まり競
って上演されたり、他町村にも招かれ名声を高めた。 
【平谷歌舞伎】街道の宿場町として栄える中で、
江戸時代に村の若衆たちが旅芸人から学び、地芝
居として定着したとされる「平谷歌舞伎」は、現在
でも「珍珍幕府～秋の陣」で上演され、大変好評。 

県指定無形民俗文化財。 
横尾・白岩地区に江戸時代より連綿と伝
えられ、毎年公演されている農村歌舞伎。 

大宮諏訪神社の式年祭礼に合わせて７年に１度行われ、
大勢の人がまちをねり歩くことからそう呼ばれるお祭
りです。大名行列や東野の大獅子舞など、伝統を受け
継いだ出し物は豪華絢爛なんとも賑やかで、見ごたえ
たっぷりです。 

伊那谷には人形浄瑠璃四座（今田、早稲田、古田、黒田）
がある。このうち今田座・黒田座の二座が、約三百年も
の間、飯田市の地元保存会にて伝統芸を継承している。 
 
【今田人形浄瑠璃】約300年前から伝わる人形芝居。宝永
元年（1704年）、氏神様（大宮八幡社）のお祭りを賑やかに
するために操り始めた人形浄瑠璃。現在、地元の保存会
により伝承されている。国の選択無形民俗文化財に指定
されている。 
 
 

 
【黒田人形浄瑠璃】浄瑠璃を語る「太夫」と伴奏をす
る「三味線」、人形を操る「人形遣い」の三業で演じ
る人形劇。天保11年に建てられた人形浄瑠璃専門
の舞台で、毎年奉納上演が行われる。人形浄瑠璃・
専用舞台ともに国の重要有形民族文化財に指定さ
れている。 
 




